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森の池のほとりで、オランウータンとテナガザルが岩に座って腕
う で ぐ

組みをして話をし

ていました。

オランウータンが不
ふ あ ん

安そうな表情をうかべて言いました。

「もうだいぶ前から気になっているけど、毎年天気がおかしくなってきてると思わな

いかい？」

テナガザルがうなずきながら言いました。

「暑
あつ

い日が何日も続いて、しかも、暑さはどんどんひどくなってるんだ。突然雷
かみなり

が

鳴
な

って、滝
たき

のように雨が降り出し、森はまるで池のようになって、山の斜
しゃめん

面が大きく

崩
くず

れ落
お

ちたりするんだ。かと思うと、何日も雨が一
いっ

滴
てき

も降らない日が続いて池の水も

なくなってしまう。これまでなかったようなものすごく強い風が吹いて、たくさんの

木が折れたり倒
たお

れたりするんだ。いったいどうなってるんだろう」

すると、オランウータンが立ち上がりながら言いました。

「ここで話していてもしょうがないから、ゴリラのおじさんにきいてみようよ」

オランウータンとテナガザルはゴリラのおじさんのところに行き、どうしてこんな

変な天気になったのかをききました。

ゴリラのおじさんは答えました。

「わしも同じように感じていて、これからどうなるのか心配なんじゃ。これまでもこ

んな天気の変化が一
い ち じ て き

時的には起きたことがあったが、こんなにひどくなることはな

かった。何かが起きているに違
ちが

いない」

おじさんはしばらく考えていましたが、思いついたように言いました。

「こんな天気の変化がこの森だけで起きているのか、それとも世界中いたるところで起

きているのか、まず調
しら

べる必要があるな。わしたちサルの仲間は世界中にいる。仲間た

ちがすんでいるところでも同じことが起きているのか調べてみようじゃないか」
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ゴリラのおじさんに言われて、森に住んでいるサルの仲間たちを呼び集めました。

そして、スマホを使って世界中のサルの仲間たちにメールを送って、天
て ん き

気や温
お ん ど

度にこ

れまでとは違
ちが

った変化が起きていないかをききました。

世界中の仲間たちから返ってきた返事は、すぐにゴリラのおじさんに報
ほうこく

告しました。

おじさんは返事をパソコンに書きこんで整理していました。

世界中からの報告がまとまると、ゴリラのおじさんは調査に加わった仲間たちを集

めて言いました。
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「天気と気温の変化はこの森だけのことではないようじゃ。世界中いたるところで起

きていて、変化は年
ねんねん

々ひどくなっているようじゃ。いろいろと危
き け ん

険な事
じ た い

態も起きてい

て、死んだりケガをした仲間もたくさん出ているようじゃ」

おじさんはここまで言って、しばらく考えてから言いました。

「こうなると、わしらはどうしたらいいのかを考えなければならないな。そのために

は、どうして天気や気温がこんなにも変化したのか、その原
げんいん

因を知る必要がある。隣
となり

の森に物
も の し

知りのチンパンジー先生がいるじゃないか。先生ならば原因を知
し

っているか

もしれない。知らなければ、調べてもらおう」
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ゴリラのおじさんはオランウータンとテナガザルを連
つ

れてチンパンジー先生に会い

に行きました。

ゴリラのおじさんは世界中の仲間たちからの報告をまとめた資
しりょう

料を先生に渡
わた

して説

明しました。先生はじっと資料に目を向けていましたが、やがて顔を上げて言いまし

た。

「わたしも天気や気温の変化の原因を調べようと思っていたところだ。地球上に住ん

でいる動物の中で一番頭がいいのは人間だ。変化が地球のいたるところで起きている

となると、人間は必ずその原因を調べているはずだ。さっそく人間が調べた資料を集

めてみよう」

そう言うと、チンパンジー先生はパソコンの前に座り、ネットで調べ始めました。

チンパンジー先生は人間が持っている地球の天気や気温の変化に関係する資料をか

たっぱしから調
しら

べました。天気と気温の変化やその原因について関
かんしん

心を持っている人

間はたくさんいて、予
よ そ う

想以上に資料が多かったので、集めるのに三日もかかりました。

集め終わったときには、先生の机
つくえ

の回りには資料の山ができていました。

先生はすぐに資料の整
せ い り

理にかかりました。記
き ご う

号や数字だけが書いてある資料、丸い

線とくねくね曲
ま

がった線が描
えが

かれている資料など、先生にも何が書いてあるのかわか

らない資料もたくさんありました。先生はわかる資料だけを残してさっそく読み始め

ました。

全部の資料を読んで、天気と気温の変化の原因と、その変化によってもうすでに起

きていたり、これから発生するかもしれない命に危
き け ん

険をもたらすようなことについて

まとめるのに一週間もかかりました。
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すべての資料の整
せ い り

理が終わると、チンパンジー先生はゴリラのおじさんとオラン

ウータン、テナガザルを呼んで、「われわれの命や人間の命が危
あぶ

なくなるようなこと

が起きている」と言って、紙に描
か

いた絵
え

を見せながら説明しました。

われわれが住んでいる地球は巨
きょだい

大な丸いボールのような形
かたち

をしています。そのボー

ルは空気ですっぽり包
つつ

まれています。空気をとおして地球の地面や海
かいめん

面に太陽の熱
ねつ

が

当たると、地面や海面が暖
あたた

められて熱を発します。その熱は通
つうじょう

常は空気の中に消
き

えて

行きます。ところが、もうだいぶ前から空気がガスによって汚
よご

され、汚れはだんだん

ひどくなってきています。空気の中にあるガスが地面や海面から出る熱をためこんで
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空気を暖
あたた

め、地面や海面を温
おんしつ

室のように暖めています。そんなことから、人間はこの

ガスを「温
おんしつ

室効
こ う か

果ガス」と呼んでいます。暖められた空気は風に乗って地球全体へと

広がり、暖められた海の水は海の流れで世界中の海へと広がって行きます。

チンパンジー先生は話を続けました。

人間はほかの動物とちがって火を使って生活し、生活に必要な物を作り出していま

す。火を使うときの燃
ねんりょう

料としては、木（薪
まき

）や木から作った炭
すみ

（木
もくたん

炭）のほかに、地

下に埋
う

まっている燃
も

えるガス、『石
せ き ゆ

油』と呼ばれている燃
も

える油、『石
せきたん

炭』と呼ばれて

いる燃える石などを利用してきました。これらを燃
も

やすと、『二
に さ ん か た ん そ

酸化炭素』と呼ばれ

ているガスが発生して空気を汚
よご

します。このガスこそが空気を暖
あたた

める原因となってい

るガスなのです。昔は、このガスは海に吸
きゅうしゅう

収されたり森などの植物によって吸収され

て空気を汚すことはほとんどありませんでした。ところが、もう二百五十年以上前か
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ら、人間は便
べ ん り

利で快
かいてき

適な生活をするために機
き か い

械を使って次から次へといろいろな物を

大
たいりょう

量に作るようになりました。しかも、森にすんでいる動物たちのことなどまったく

考えずに、木や土地を人間の生活に利用するために森をどんどん破
は か い

壊して行ったので

す。そのため、人間が出すガスの量
りょう

が海や植物によって吸
きゅうしゅう

収される量をこえて空
くうちゅう

中に

たまるようになりました。人間の数もどんどん増え続けて、作り出す物の量も増え続

けました。さらに、作った物を利用したり、物を作るための新しい材
ざいりょう

料を作るときに

もガスを大量に出したので、空気中にたまるガスの量はますます増え続け、今でも増

え続けています。その結
け っ か

果、空気の温度がどんどん上がってきて、人間、動物など地

球上の生き物の命をおびやかすようなことが世界各地で発生するようになったので

す。

チンパンジー先生は少し間
ま

を置いてから言葉を続けました。

「地球の空気の温度が上がったら、何が起きるのか説明しておこう。もうすでに世界

各地で起きているが、これからもガスを出し続けていると、もっとひどいことになる」


